
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式Ｍ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） n

（式中のＭは 、ｎは Ｍの価数、Ｒは酸素原子を含有する又はしない
炭素数１から８のメチル基を除く

）で表される金属アセチリド化合物。
【請求項２】

記載の金属アセチリド化合物。
【請求項３】

【請求項４】
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貴金属原子 貴金属原子
脂肪族炭化水素基で、酸素原子を含有する場合には、水

酸基として含有する

配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒは、Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒの形で、２－プロピン－１－オール、１－ブチン
－３－オール、３－メチル－１－ブチン－３－オール、３－メチル－１－ペンチン－３－
オール、１－ヘキシン、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール、又は１－ヘプチ
ンである請求項１

貴金属塩とＨ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ（Ｒは酸素原子を含有する又はしない炭素数１から８のメチル
基を除く脂肪族炭化水素基で、酸素原子を含有する場合には、水酸基として含有する）で
表されるアセチレン誘導体とを反応させ、貴金属塩の貴金属原子をアセチレン誘導体の水
素原子と置換させて金属アセチリド化合物を生成する金属アセチリド化合物の製造方法。

金属塩に亜硫酸塩を添加して金属原子を還元し、Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ（Ｒは酸素原子を含有す
る又はしない炭素数１から８の炭化水素基）で表されるアセチレン誘導体を導入し、還元
された前記金属原子とアセチレン誘導体の水素原子とを置換させて金属アセチリド化合物



【請求項５】

【請求項６】

。
【発明の詳細な説明】
（技術分野）
本発明は焼成によって金属を還元析出する有機金属錯体の新規化学物質に関し、更に詳細
には、硫黄や塩素を含まないため製造時および焼成時に亜硫酸ガスや塩素化合物等の環境
汚染物質を排出しない環境に対し清浄な金属アセチリド化合物およびその製造方法に関す
る。
（背景技術）
通常、絶縁基板や半導体上に電極を形成する場合に、金や白金等の有機金属錯体を混入し
た金属ペーストを調製し、この金属ペーストを所定パターンに塗布し、このパターンを焼
成することにより有機成分を飛ばして金属を還元析出させ、そのパターンの金属電極を形
成する方法が存在する。有機金属錯体が使用される分野はこの様な半導体工業だけでなく
、現在では広く電子機器分野、窯業分野、工芸分野等の多岐にわたっている。
従来、この様な有機金属錯体としては、例えば硫化テレピネオールロジウム（Ｃ 1 0Ｈ 1 8Ｓ
ＲｈＣｌ x）、硫化テレピネオール白金（Ｃ 1 0Ｈ 1 8ＳＰｔＣｌ x）、硫化テレピネオールパ
ラジウム（Ｃ 1 0Ｈ 1 8ＳＰｄＣｌ x）等が知られている。これらの化合物はロジウムバルサ
ム、白金バルサム、パラジウムバルサムとも略称されており、他に金バルサム、ルテニウ
ムバルサム等の貴金属バルサムが知られている。
これらの有機金属錯体の製造方法としては、テルペン系化合物を硫黄と反応させてテルペ
ン系バルサムを生成し、このテルペン系バルサムにヘキサクロロロジウム（Ｈ 3ＲｈＣｌ 6

）、ヘキサクロロ白金（Ｈ 2ＰｔＣｌ 6）またはヘキサクロロパラジウム（Ｈ 2ＰｄＣｌ 6）
を反応させて製造する方法が知られている。
これら従来の有機金属錯体には次のような問題点が残されていた。まず第１に、近年の環
境問題、特に大気汚染はＮＯ X、ＳＯ Xで引き起こされ、塩素化合物もその例外ではない。
これらのガスを取り扱う工場や地域の環境を保全するために、脱硫装置等が必ず付設され
ている程である。前記の有機金属錯体は、製造の段階で硫黄を用いるからＳＯ 2ガスを発
生する危険性があり、また金属ペーストとして使用する焼成段階で有機物が分解されてＳ
Ｏ 2ガスや塩素化合物等が排出される。従って、環境を清浄に保持するために多大な設備
が必要となり、またガスの漏出事故を完全に回避することも難しかった。また、焼成後に
硫化物や塩素化合物などの不純物が物体表面に残留するという問題もあった。
第２に、製造工程では硫黄を有機溶媒であるテルペン系化合物に投入し、２０～３０時間
という長時間加熱しながらテルペン系バルサムを順次生成してゆくから、溶媒中での化学
反応を長時間にわたって制御しなければならないという困難があった。
（発明の開示）
本発明は上記欠点を改善するためになされたものであり、金属、炭素、水素と場合により
酸素を含む３種類ないし４種類の元素からなる新規な有機金属錯体、即ち環境公害の元に
なる硫黄や塩素を含まない有機金属錯体を提案する。
本発明に係る新規な有機金属錯体は、一般式Ｍ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） n（式中のＭは金属原子
、ｎは金属原子Ｍの価数、Ｒは酸素原子を含有する又はしない炭素数１から８の炭化水素
基）で表される金属アセチリド化合物である。また、Ｍは貴金属原子であり、Ｒは酸素を
含有する場合には水酸基として含有する脂肪族炭化水素基である金属アセチリド化合物を
提案する。更に、Ｍは貴金属原子であり、Ｒは酸素を含有する場合には水酸基として含有
する環状炭化水素を少なくとも含む炭化水素基である金属アセチリド化合物を提案する。
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を生成する金属アセチリド化合物の製造方法。

水と親水性有機溶媒との混合溶剤を調製し、金属塩を混合溶剤中の水成分に溶解させ、ア
セチレン誘導体を混合溶剤中の親水性有機溶媒に溶解させる請求項４記載の金属アセチリ
ド化合物の製造方法。

金属原子をアセチレン誘導体の水素原子と置換させるために置換促進物質を添加する請求
項３乃至５のいずれかに記載の金属アセチリド化合物の製造方法



金属塩とＨ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ（Ｒは酸素原子を含有する又はしない炭素数１から８の炭化水素
基）で表されるアセチレン誘導体とを反応させ、金属塩の金属原子をアセチレン誘導体の
水素原子と置換させてＭ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） n（Ｍは金属原子、ｎはその価数）で表される
金属アセチリド化合物を生成する金属アセチリド化合物の製造方法を提案する。
また、金属塩に亜硫酸塩を添加して金属原子を還元し、これに前記アセチレン誘導体を導
入し、還元された前記金属原子とアセチレン誘導体の水素原子とを置換させて金属アセチ
リド化合物を生成する金属アセチリド化合物の製造方法を提案する。
上記方法において、金属原子または還元された金属原子をアセチレン誘導体の水素原子と
置換させるために置換促進物質を添加する金属アセチリド化合物の製造方法を提案する。
また、水と親水性有機溶媒との混合溶剤を調製し、金属塩や亜硫酸塩を混合溶剤中の水成
分に溶解させ、アセチレン誘導体を混合溶剤中の親水性有機溶媒に溶解させて反応を進め
る金属アセチリド化合物の製造方法を提案する。
本発明者等は、環境汚染原因となる硫黄や塩素を含有せず、しかも製造工程で硫黄を使用
しないで済む新規な有機金属錯体を開発するために鋭意研究を重ねた結果、アセチレン誘
導体の一種である金属アセチリド化合物が、その目的に適合することを見いだし、この知
見に基づいてこの発明をなすに至った。
すなわち、この発明に係る新規有機金属錯体は、一般式Ｍ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） nで表される
。この一般式の中でＭは金属原子を表し、例えばＢｉ、Ｃｕ、Ｉｎ、Ｎｉ、Ｒｕ、Ｒｈ、
Ｐｄ、Ａｇ、Ｏｓ、Ｉｒ、Ｐｔ、Ａｕ等の広範囲の金属元素から構成されるが、銀ペース
トや金ペースト等の金属ペーストとしては安定性の高い貴金属がよく用いられる。ここで
貴金属とは、Ａｕ、Ａｇおよび白金族（Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｏｓ、Ｉｒ、Ｐｔ）の金属元
素を云う。
ｎは金属原子Ｍの価数を表し、例えば、Ａｕは１価と３価、Ａｇは１価と２価、Ｐｔは２
価と４価と６価等である。つまり、金属元素の種類に応じてその値が異なるだけでなく、
特定の金属元素でも複数の価数を有している。本発明では、後述するように、塩化金酸等
の金属酸や塩化金酸カリウム等の金属酸塩を還元せずに金属アセチリド化合物を生成する
場合と、金属を還元して金属アセチリド化合物を生成する場合がある。従って、金属の価
数が変化しないか低下するかは個々の反応に依存する。
本発明に係る新規化学物質は活性水素を有するアセチレンを利用して得られる。即ち、配
位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒはアセチレン結合を有し、三重結合の炭素原子に結合する水素は極めて
動きやすい性質を有し、活性水素と呼ばれている。本発明者等は、この活性水素が金属原
子と置換し易い性質を積極的に利用するため、有機金属錯体として金属アセチリド化合物
を選択したのである。つまり、金属をＨ－Ｃ≡Ｃ－Ｒで表されるアセチレン誘導体と反応
させて、Ｍ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） nで表される金属アセチリド化合物を生成することが本発明
の目的である。特に、有害な硫黄や塩素を含まない炭化水素基Ｒを選択することにより、
硫化物や塩素化合物を生成せず、環境の清浄化に寄与できる新規な金属アセチリド化合物
を提供する。
本発明において、配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒ中のＲは、酸素原子を含有する又は含有しない炭素
数１から８の炭化水素基である。従って、配位子全体としての炭素数は３～１０となる。
配位子の炭素数が３未満では溶媒に溶け難くなると同時に、爆発性が増大し取扱が困難に
なる。また、前記配位子の炭素数が１０を越えると物質中での金属重量が相対的に小さく
なり、ペーストにしたときに金属膜を形成できなくなる。つまり、この発明の金属アセチ
リド化合物を金属ペースト等に利用する場合には、溶媒に可溶でしかも一定の金属重量が
必要になる。従って、配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒとして炭素数は３から１０の範囲が溶媒にも溶
け易くて金属重量が相対的に大きな金属アセチリド化合物であり、金属ペーストとして十
分に用いることができる。
炭化水素基Ｒとしては、酸素を含有する場合には水酸基として含有する脂肪族炭化水素基
がある。この場合には直鎖状でもよいし、側鎖を有してもよい。配位子である－Ｃ≡Ｃ－
Ｒは、具体的にはＨ－Ｃ≡Ｃ－Ｒの形でプロピン、２－プロピン－１－オール、１－ブチ
ン－３－オール、３－メチル－１－ブチン－３－オール、３，３－ジメチル－１－ブチン
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、１－ペンチン、１－ペンチン－３－オール、４－ペンチン－１－オール、４－ペンチン
－２－オール、４－メチル－１－ペンチン、３－メチル－１－ペンチン－３－オール、３
，４－ジメチル－１－ペンチン－３－オール、１－ヘキシン、１－ヘキシン－３－オール
、５－ヘキシン－１－オール、５－メチル－１－ヘキシン、５－メチル－１－ヘキシン－
３－オール、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール、１－ヘプチン、１－ヘプチ
ン－３－オール、５－ヘプチン－３－オール、３，６－ジメチル－１－ヘプチン－３－オ
ール、１－オクチン、１－オクチン－３－オール等がある。
また、炭化水素基Ｒとしては、酸素を含有する場合には水酸基として含有する環状炭化水
素を少なくとも含んだ炭化水素基がある。この炭化水素基には、直鎖に環状炭化水素基が
あってもよいし、側鎖に環状炭化水素基を含んでもよい。また、Ｒ全体が環状炭化水素で
ある場合を含む。配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒの具体例としては、Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒの形で１－エチ
ニル－１－シクロプロパノール、１－エチニル－１－シクロブタノール、１－エチニル－
１－シクロペンタノール、１－エチニル－１－シクロヘキサノール、１－プロピン－３－
シクロプロパノール、１－プロピン－３－シクロブタノール、１－プロピン－３－シクロ
ペンタノール、１－ブチン－４－シクロプロパノール、１－ブチン－４－シクロブタノー
ル、１－ペンチン－５－シクロプロパノール等がある。
特に、原材料の入手上および製造上の容易さ、また製造価格が安価である等の観点から、
配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒは、Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒの形で２－プロピン－１－オール、１－ブチン－
３－オール、３－メチル－１－ブチン－３－オール、３－メチル－１－ペンチン－３－オ
ール、１－ヘキシン、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール、１－エチニル－１
－シクロヘキサノールであることが有利である。
本発明では、金属塩とＨ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ（Ｒは酸素原子を含有する又はしない炭素数１から
８の炭化水素基）で表されるアセチレン誘導体とを反応させ、金属塩の金属原子をアセチ
レン誘導体の水素原子と置換させてＭ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） n（Ｍは金属原子、ｎはその価数
）で表される金属アセチリド化合物を製造する。また、金属塩に亜硫酸塩を添加して金属
原子を還元し、これに前記アセチレン誘導体を導入し、還元された前記金属原子とアセチ
レン誘導体の水素原子とを置換させて金属アセチリド化合物を製造する。
本発明においては、金属塩とは金属酸および金属酸塩を包含した概念である。例えば具体
例を掲げると、ＨＡｕＣｌ 4、Ｐｄ（ＮＯ 3） 2、ＫＡｕＣｌ 4、ＡｇＮＯ 3、Ｒｕ（ＮＯ 3）

2、Ｒｈ（ＮＯ 3） 2、Ｐｔ（ＮＨ 3） 2（ＮＯ 3） 2等がある。
本発明に用いられるアセチレン誘導体は、酸素原子を含有する又はしない炭素数１から８
の炭化水素基Ｒを有した構造式Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒで表される化合物である。このアセチレン
誘導体は、前述した配位子－Ｃ≡Ｃ－Ｒに水素原子が付加しただけであり、脂肪族炭化水
素基を有する場合および環状炭化水素を有する場合の具体例は配位子の場合と同様である
から、その詳細を省略する。
特に、アセチレン誘導体として入手し易く製造が容易で、しかも価格が安価である物質を
再記しておくと、２－プロピン－１－オール、１－ブチン－３－オール、３－メチル－１
－ブチン－３－オール、３－メチル－１－ペンチン－３－オール、１－ヘキシン、３，５
－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール、１－エチニル－１－シクロヘキサノール等であ
る。
金属塩中の金属原子を還元しない場合には亜硫酸塩を用いる必要はないが、金属塩中の金
属原子を還元する場合には還元剤として亜硫酸塩を使用する。この亜硫酸塩は硫酸塩に変
化することで金属を還元する。亜硫酸塩は固体物質であり、水溶液中に投入することによ
り、化学量論的に反応量を制御できる利点を有し、硫黄と異なって格段に制御が容易にな
る。また、硫黄は亜硫酸ガスという大気汚染物質に変化して漏洩の危険性があるのに対し
、亜硫酸塩は安全な固体物質であるため、環境の清浄化に貢献できる。
この亜硫酸塩としては正塩と水素塩があり、亜硫酸塩の正塩には、亜硫酸リチウム、亜硫
酸ナトリウム、亜硫酸カリウム、亜硫酸ルビジウム、亜硫酸セシウム、亜硫酸フランシウ
ム、亜硫酸ベリリウム、亜硫酸マグネシウム、亜硫酸カルシウム、亜硫酸ストロンチウム
、亜硫酸バリウム、亜硫酸ラジウム等がある。また、亜硫酸塩の水素塩には、、亜硫酸水

10

20

30

40

50

(4) JP 3674870 B2 2005.7.27



素リチウム、亜硫酸水素ナトリウム、亜硫酸水素カリウム、亜硫酸水素ルビジウム、亜硫
酸水素セシウム、亜硫酸水素フランシウム、亜硫酸水素ベリリウム、亜硫酸水素マグネシ
ウム、亜硫酸水素カルシウム、亜硫酸水素ストロンチウム、亜硫酸水素バリウム、亜硫酸
水素ラジウム等がある。
金属塩中の金属原子または還元された金属原子をアセチレン誘導体の水素原子と置換させ
るために置換促進物質を添加する場合がある。この置換促進物質は、アセチレン誘導体の
脱水素反応を加速し、この部分に金属原子を結合させる機能を有する。置換促進物質とし
ては、酢酸のアルカリ塩、例えば酢酸ナトリウム、酢酸カリウム、酢酸ルビジウム、酢酸
マグネシウム、酢酸カルシウム等がある。また、公知のその他脱水素反応を主体とした置
換促進物質が利用できる。
金属塩中の金属原子を還元しない場合の反応式として、パラジウムの場合を例示する。式
（Ｉ）は金属塩として硝酸パラジウムＰｄ（ＮＯ 3） 2の場合を示す。す。金属を還元しな
いために亜硫酸塩は導入されない。
Ｐｄ（ＮＯ 3） 2＋２Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ＋２ＣＨ 3ＣＯＯＮａ
→　Ｐｄ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） 2＋２ＮａＮＯ 3＋２ＣＨ 3ＣＯＯＨ　（Ｉ）
金属塩中の金属原子を還元する場合の反応式として、金の場合を例示する。式（ II）、（
III）は金属塩として塩化金酸（ＨＡｕＣｌ 4）、塩化金酸カリウム（ＫＡｕＣｌ 4）の場
合を示す。置換促進物質として酢酸ナトリウム、還元剤として亜硫酸ナトリウムが導入さ
れる。
ＨＡｕＣｌ 4＋Ｎａ 2ＳＯ 3＋Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ＋４ＣＨ 3ＣＯＯＮａ＋Ｈ 2Ｏ
→　Ａｕ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ＋４ＮａＣｌ＋４ＣＨ 3ＣＯＯＨ＋Ｎａ 2ＳＯ 4　（ II）
ＫＡｕＣｌ 4＋Ｎａ 2ＳＯ 3＋Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ＋３ＣＨ 3ＣＯＯＮａ＋Ｈ 2Ｏ
→　Ａｕ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ＋３ＮａＣｌ＋ＫＣｌ＋３ＣＨ 3ＣＯＯＨ＋Ｎａ 2ＳＯ 4　（ III）
化学反応式（Ｉ）～（ III）から明らかなように、金属塩が１モルのとき、亜硫酸塩のモ
ル数は（金属塩中の金属の価数－金属アセチリド化合物中の金属の価数）／２で与えられ
る。また、アセチレン誘導体のモル数は金属アセチリド化合物中の金属の価数に等しい。
これらの理論モル数以上を反応系に投与することにより、反応を円滑に促進できる。
前記した金属塩、亜硫酸塩、アセチレン誘導体および置換促進物質は、水と親水性有機溶
媒との混合溶剤の中で反応する。水と親水性有機溶媒の混合比は重量比で２０：８０～８
０：２０の範囲で適宜可変でき、好ましくは３５：６５～６５：３５である。金属塩、亜
硫酸塩および置換促進物質は混合溶剤中の水成分に溶解し、アセチレン誘導体は混合溶剤
中の親水性有機溶媒に溶解する。水と親水性有機溶媒とが均一に混合して、各相に溶解し
た化学物質が相互に反応して、金属アセチリド化合物を生成する。親水性有機溶媒の具体
例としては、親水性であること、後ほど蒸発させるために沸点が低いこと等の観点からア
セトン、アルコール等が存在するが、金属塩中の金属を還元しない点でアセトンが最も優
れている。
本発明に係る金属アセチリド化合物の製造方法において、金属が還元され過ぎるのを防止
するために、金属安定化剤を添加することがある。例えば、塩化金酸（ＨＡｕＣｌ 4）を
亜硫酸塩で還元すると、３価から１価になってＡｕ－Ｃ≡Ｃ－Ｒになるだけでなく、金が
還元され過ぎて金属金として析出する場合もある。そこで金安定化剤としてハロゲン価ア
ルカリを添加すると、金が１価として安定し、金アセチリド化合物が効率的に生成される
。この金属安定化剤としては塩化ナトリウム、塩化カリウム、臭化カリウム等のハロゲン
化アルカリが好適である。
また、本発明に係る金属アセチリド化合物の製造方法は、常温および大気圧下で反応を進
めることができるため、極めて安全であると同時に特別な設備投資も不要で装置全体が安
価に済むという利点がある。
（発明を実施するための最良の形態）
本発明を実施するための最良の形態を実施例として以下に説明する。
実施例１［金アセチリド化合物の生成］
金属塩として塩化金酸４．２ｇを水：アセトンが１：１の混合溶剤５０ ccに加え、金属安
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定化剤として塩化カリウム７．６ｇを加え、攪拌しながら溶解させた。これに還元剤とし
て亜硫酸ナトリウム１．３ｇを水２０ ccに溶解したものを添加した。これにアセチレン誘
導体として２．６ｇの３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オールおよび置換促進物質
として７．０ｇの酢酸ナトリウム３水和物を添加し、攪拌した。
溶媒中に茶褐色の汚泥状物質が沈澱した。この沈澱物質はＡｕＣ≡Ｃ（ＯＨ）（ＣＨ 3）
ＣＣＨ 2ＣＨ（ＣＨ 3） 2、即ち組成式ではＡｕＣ 8Ｈ 1 3Ｏの金アセチリド化合物であると予
測できる。この化合物を、示差熱分析および原子吸光分析にかけて予想していた金アセチ
リド化合物であると判断した。最後に、元素分析を行い、Ａｕ：Ｃ：Ｈ：Ｏの理論値が６
１．１４：２９．８３：４．０７：４．９７に対し、分析値が６１．０：２９．１７：３
．７６：６．０７となり、誤差を含めて期待した金アセチリド化合物であることを確認し
た。
実施例２［白金アセチリド化合物の生成］
金属塩としてジニトロジアンミン白金１．５ｇを水：アセトンが１：１の混合溶剤５０ cc
に加え、攪拌しながら溶解させた。これに還元剤として亜硫酸ナトリウム１．３ｇを水２
０ ccに溶解したものを添加した。これにアセチレン誘導体として５．２ｇの３，５－ジメ
チル－１－ヘキシン－３－オールおよび置換促進物質として７．０ｇの酢酸ナトリウム３
水和物を添加し、攪拌した。
溶媒中に褐色の汚泥状物質が沈澱した。この物質はＰｔ（Ｃ≡Ｃ（ＯＨ）（ＣＨ 3）ＣＣ
Ｈ 2ＣＨ（ＣＨ 3） 2） 2、即ち組成式ではＰｔＣ 1 6Ｈ 2 6Ｏ 2の白アセチリド化合物である。
この化合物を実施例１と同様に定量分析、示差熱分析、原子吸光分析および元素分析にか
けて予想した白金アセチリド化合物であることを確認した。
実施例３［パラジウムアセチリド化合物の生成］
金属塩として硝酸パラジウム２．２ｇを水：アセトンが１：１の混合溶剤５０ ccに加え、
金属安定化剤として塩化ナトリウム２．２ｇを加え、攪拌しながら溶解させた。これにア
セチレン誘導体として７．１ｇの３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オールおよび置
換促進物質として１３ｇの酢酸ナトリウム３水和物を添加し、攪拌した。
溶媒中に褐色の汚泥状物質が沈澱した。この物質はＰｄ（Ｃ≡Ｃ（ＯＨ）（ＣＨ 3）ＣＣ
Ｈ 2ＣＨ（ＣＨ 3） 2） 2、即ち組成式ではＰｄＣ 1 6Ｈ 2 6Ｏ 2のパラジウムアセチリド化合物
である。この化合物を実施例１と同様に示差熱分析、原子吸光分析および元素分析にかけ
てパラジウムアセチリド化合物であることを確認した。
尚、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の技術的思想を逸脱しない範
囲における種々の変形例、設計変更などをその技術的範囲内に包含するものである。
（産業上の利用可能性）
本発明は以上詳述したように、新規な有機金属錯体として、一般式Ｍ（－Ｃ≡Ｃ－Ｒ） n

（式中のＭは金属原子、ｎは金属原子Ｍの価数、Ｒは酸素原子を含有する又はしない炭素
数１から８の炭化水素基）で表される金属アセチリド化合物を提供する。この化合物は硫
黄や塩素を含有しないため、金属ペースト等に使用されたとき、焼成しても亜硫酸ガスや
塩素化合物を排出しないので、環境の清浄化に寄与できる。
また、本発明の製造方法においては亜硫酸ガスが発生しないので、環境に対して清浄な金
属アセチリド化合物の製法を提供できる。また、金属塩中の金属を還元するために固体の
亜硫酸塩を使用するので、化学反応を化学量論的に容易に制御することができる。
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